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を
保
管
し
、
春
秋
祭
祀
の
た
め
の
「
三
江
祠
堂
」
が
設
け
ら
れ
た
。
つ
い
で
、
明
治
十
一
年
同
寺
内
に
、
三
江
幇
商
人
団
体
と
し
て

の
「
和
衷
堂
三
江
会
所
」
が
創
設
さ
れ
た
。
三
江
と
は
三
江
会
所
碑
記
に
「
三
江
者
江
南
江
西
浙
江
是
也
、
祠
由
是
名
、
県
由
是

立
」
と
あ
る
通
り
、
江
南
（
今
日
の
江
蘇
・
安
徽
雨
省
）
、
浙
江
・
江
西
の
三
省
名
に
由
来
し
て
い
る
が
、
悟
真
寺
の
三
江
幇
過
去
帳

に
よ
れ
ば
、
浙
江
・
江
南
・
山
東
・
江
西
・
南
京
・
吉
林
・
直
隷
の
各
省
人
に
わ
た
り
、
華
北
人
を
も
包
括
し
て
い
る
。
大
阪
に
明

治
二
十
年
頃
創
設
さ
れ
た
三
江
会
所
に
は
同
様
華
中
・
華
北
両
系
統
の
商
人
が
参
加
し
て
い
た
が
、
明
治
二
十
八
年
華
北
系
商
人
は

三
江
会
所
か
ら
分
裂
し
て
、
別
に
「
大
清
北
幇
商
業
会
所
」
を
設
立
し
た
。
三
江
県
に
は
広
・
福
両
幇
に
み
ら
れ
る
省
単
位
・
県
単

位
、
ひ
い
て
は
同
姓
村
落
出
身
の
姓
氏
団
体
の
ご
と
き
、
団
体
結
成
に
お
け
る
高
い
集
約
度
の
み
ら
れ
な
い
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
光
緒
九
年
（
明
治
十
六
年
）
立
石
の
「
重
建
崎
陽
東
明
山
興
福
寺
碑
記
」
の
末
尾
に
は
紳
商
と
し
て
恒
生
・
鼎
泰
・
泰
記
・
信
記

・
豊
記
・
坤
記
・
順
記
・
宝
豊
の
八
家
の
商
号
が
み
い
だ
さ
れ
る
。
明
治
四
十
二
年
末
に
は
成
記
・
三
余
・
源
昌
・
豊
記
・
大
豊
・

昇
昌
・
長
和
・
源
泰
・
敦
記
の
九
家
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
商
号
は
華
中
・
華
北
方
面
と
の
海
産
物
・
雑
貨
の
輸
出
に
従
事
す
る
問

屋
形
態
の
貿
易
商
で
あ
っ
て
、
そ
の
ほ
か
江
浙
方
面
出
身
の
洋
服
仕
立
商
も
同
会
所
に
所
属
し
て
い
た
。
そ
の
本
店
、
な
い
し
取
引

先
は
何
れ
も
上
海
に
あ
っ
た
。
戦
前
の
上
海
は
中
国
経
済
界
を
支
配
し
た
江
浙
（
江
蘇
・
浙
江
）
財
閥
、
な
い
し
は
い
わ
ゆ
る
上
海

資
本
の
本
拠
で
あ
っ
た
。
戦
前
の
華
僑
資
本
は
郷
土
経
済
を
軸
と
し
て
発
展
し
て
い
た
だ
け
に
、
雄
厚
な
近
代
的
民
族
資
本
の
江
浙

財
閥
を
背
景
と
す
る
三
江
系
は
、
南
京
船
・
寧
波
船
に
よ
る
弁
銅
貿
易
の
消
滅
後
明
治
年
間
以
降
に
お
よ
ん
で
も
、
日
本
で
は
他
幇

に
比
較
し
て
優
位
を
保
っ
て
い
た
。
華
僑
資
本
は
何
れ
の
集
団
を
問
わ
ず
、
共
通
し
て
前
期
的
な
郷
党
財
閥
と
し
て
の
構
成
を
保
持

し
て
い
る
が
、
比
較
的
に
上
海
資
本
は
近
代
化
の
程
度
を
深
め
て
い
た
。
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
後
、
香
港
に
逃
避
し
た
上
海
資

本
が
既
往
の
広
東
・
福
建
両
系
資
本
を
制
圧
し
て
い
っ
た
一
要
因
は
そ
こ
に
求
め
ら
れ
う
る
。
東
南
ア
ジ
ア
・
香
港
へ
の
進
出
に
は



他
幇
に
遅
れ
た
が
、
よ
り
近
代
化
さ
れ
た
三
江
系
資
本
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ホ
ン
コ
ン
の
各
地
で
脅
威
的
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

　
神
戸
に
お
け
る
三
江
幇
＝
神
戸
に
お
け
る
三
江
会
所
の
成
立
年
代
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
す
で
に
明
治
六
年
七
月
日
清
修
好
条
規

の
批
准
交
換
を
み
る
と
と
も
に
、
広
・
福
・
三
江
三
幇
総
代
各
八
名
が
選
出
さ
れ
て
い
た
。
明
治
二
十
四
年
の
「
神
阪
中
華
会
館
創

修
記
」
の
う
ち
に
は
、
「
神
戸
大
阪
旧
有
会
所
然
三
江
而
已
云
々
」
と
あ
る
通
り
、
当
時
神
戸
・
大
阪
に
会
所
を
設
置
し
て
い
た
の
は

三
江
県
の
み
で
あ
っ
た
。
明
治
三
十
年
在
阪
広
東
人
の
神
戸
移
転
と
行
動
を
と
も
に
し
て
、
三
江
系
華
商
の
多
く
も
神
戸
に
転
出
し
、

既
存
の
「
神
戸
三
江
商
業
会
議
所
」
に
参
加
し
た
。
同
会
所
参
加
の
商
号
に
は
明
治
四
十
二
年
度
に
は
怡
生
号
の
呉
錦
堂
以
下
二
十

家
が
あ
っ
た
。
長
崎
の
場
合
と
同
様
、
貿
易
商
・
銭
荘
の
ほ
か
に
洋
服
商
が
参
加
し
て
い
た
。
だ
が
、
神
戸
の
本
幇
は
江
蘇
・
浙
江

両
省
人
の
み
で
、
い
わ
ば
江
浙
幇
と
も
い
う
べ
き
構
成
で
、
北
幇
の
参
加
を
み
な
か
っ
た
。
北
幇
は
三
江
幇
か
ら
分
離
し
て
、
明
治

二
十
八
年
大
阪
に
別
に
「
大
清
北
幇
商
業
会
議
所
」
を
設
立
し
て
い
た
。

　
三
江
幇
の
貿
易
業
務
は
主
と
し
て
対
華
中
・
華
北
方
面
と
の
雑
貨
・
海
産
物
・
砂
糖
・
燐
寸
・
木
材
の
輸
出
と
棉
花
・
豆
粕
・
麻

類
の
輸
入
で
あ
っ
た
。
そ
の
華
北
貿
易
も
上
海
を
経
由
し
て
、
上
海
に
お
け
る
江
浙
財
閥
と
の
連
繋
の
も
と
に
展
開
さ
れ
て
い
た
。

　
怡
生
号
呉
錦
堂
（
浙
江
省
慈
谿
人
）
と
浙
江
財
閥
の
巨
頭
と
な
っ
た
虞
洽
郷
（
浙
江
省
鎮
海
竜
山
人
、
1
8
6
3
｜
ご
や
宋
康
仁
（
棉

花
買
付
商
）
と
の
同
郷
的
関
係
に
よ
る
連
繋
は
著
名
で
あ
り
、
呉
は
日
清
戦
争
後
三
角
貿
易
、
す
な
わ
ち
上
海
経
由
に
よ
る
華
北
の

通
州
棉
・
豆
粕
・
燐
寸
等
の
、
人
的
信
用
に
よ
る
無
為
替
輸
入
を
通
じ
て
巨
大
な
商
人
資
本
の
蓄
積
に
成
功
し
て
い
た
。

　
原
棉
輸
入
と
そ
の
蓄
積
資
本
の
紡
績
会
社
株
式
へ
の
再
投
資
を
通
じ
て
、
紡
績
事
業
へ
の
進
出
を
試
み
よ
う
と
し
た
が
、
日
清
戦

争
後
の
日
本
資
本
進
出
に
と
も
な
い
、
近
代
的
産
業
資
本
へ
の
転
換
の
企
図
の
挫
折
を
み
た
こ
と
は
、
終
戦
直
後
の
泡
沫
的
華
僑
産

業
資
本
と
も
共
通
す
る
傾
向
で
あ
る
。
神
戸
に
お
け
る
三
江
系
華
商
に
は
怡
生
号
（
呉
錦
堂
）
の
ほ
か
復
和
裕
号
（
馬
聘
三
）
、
合
昌
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号
（
陳
源
来
）
等
が
あ
っ
た
。
何
れ
も
問
屋
型
、
な
い
し
は
代
理
店
型
の
商
人
資
本
で
あ
っ
た
。
怡
生
号
の
紡
績
業
、
複
和
裕
号
の

精
糖
業
、
麻
糸
紡
績
業
の
産
業
資
本
的
企
図
も
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
実
現
、
な
い
し
は
十
分
の
業
績
を
あ
げ
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な

い
で
、
日
本
側
の
近
代
的
産
業
資
本
に
奉
仕
す
る
前
期
的
商
人
資
本
の
地
位
に
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。

　
大
阪
に
お
け
る
三
江
幇
=
大
阪
に
お
い
て
は
、
前
述
の
ご
と
く
明
治
二
十
年
頃
三
江
会
所
の
設
立
を
み
て
い
た
が
、
明
治
二
十
二

年
華
北
航
路
が
開
け
、
一
方
大
阪
に
お
け
る
紡
績
業
が
発
達
の
緒
に
つ
く
と
と
も
に
、
と
く
に
繊
維
製
品
の
華
北
方
面
へ
の
輸
出
を

主
と
し
た
華
北
条
商
人
の
進
出
を
み
、
明
治
二
十
八
年
こ
れ
等
華
北
系
統
の
商
人
達
は
三
江
会
所
か
ら
分
裂
し
て
、
別
に
「
大
清
北

精
商
業
会
議
所
」
を
創
設
し
た
。
他
方
、
三
江
幇
の
大
半
は
明
治
三
十
年
頃
神
戸
に
本
拠
を
移
し
、
大
阪
に
残
留
し
た
三
江
精
は
北
精

に
対
し
て
南
精
と
呼
称
す
る
に
い
た
っ
た
。
「
大
清
中
華
南
幇
商
業
会
所
」
の
定
款
の
第
三
条
に
「
本
会
所
は
中
華
民
国
浙
江
・
江
蘇
・

安
徽
・
山
西
・
湖
北
各
省
人
民
を
以
て
組
織
し
、
後
三
条
に
記
載
す
る
事
項
を
以
て
其
目
的
と
す
。
」
と
あ
る
通
り
、
南
精
と
呼
称
し

て
も
、
そ
の
実
体
は
三
江
会
所
と
同
様
の
幇
別
貿
易
商
団
体
で
あ
っ
て
、
上
海
・
寧
波
・
漢
口
方
面
の
商
人
を
主
体
と
し
て
い
た
。

そ
の
会
員
数
に
つ
い
て
は
、
明
治
四
十
二
年
度
豊
記
号
以
下
一
七
宗
、
大
正
十
二
年
度
は
益
和
永
を
筆
頭
に
三
〇
家
、
大
正
十
四
年

度
四
五
家
、
昭
和
三
年
度
信
成
祥
以
下
一
七
家
、
昭
和
十
三
年
度
は
六
家
に
激
減
し
て
い
た
。

　
南
精
華
商
は
北
精
の
一
時
的
滞
留
者
と
し
て
の
行
桟
客
商
制
と
は
相
違
し
て
、
何
れ
も
上
海
方
面
と
本
支
店
関
係
に
あ
る
定
着
貿

易
商
で
あ
っ
た
。
そ
の
貿
易
業
務
は
華
中
・
華
北
方
面
へ
の
繊
維
製
品
・
雑
貨
・
海
産
物
・
銅
・
機
械
類
の
輸
出
、
な
ら
び
に
棉
花

皮
革
・
麻
類
の
輸
入
を
主
要
業
務
と
し
て
い
た
。

　
横
浜
に
お
け
る
三
江
籾
=
横
浜
で
は
大
正
十
二
年
の
震
災
、
太
平
洋
戦
争
の
戦
災
に
よ
り
歴
史
的
資
料
の
喪
失
を
み
て
明
ら
か
に

し
が
た
い
が
、
た
だ
三
江
公
所
が
明
治
二
十
年
十
月
に
創
設
さ
れ
た
こ
と
が
漸
く
明
ら
か
に
さ
れ
う
る
。
明
治
四
十
二
年
度
に
お
け
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る
三
江
精
貿
易
商
に
は
永
大
裕
・
裕
豊
順
の
二
家
が
あ
っ
た
・
そ
の
後
、
昭
和
十
四
年
同
会
所
に
所
属
す
る
も
の
の
一
四
家
の
う
ち
、

二
家
が
貿
易
商
で
あ
る
ほ
か
は
、
他
は
す
べ
て
神
戸
の
場
合
と
同
様
、
江
浙
両
省
出
身
の
洋
服
商
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
横
浜
の
三
江
会
所
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
三
江
精
以
外
は
福
建
省
人
を
も
会
員
と
し
て
、
内
部
組
織
に
は
浙
籍

・
蘇
籍
・
閥
籍
の
三
僑
務
部
長
が
あ
り
、
か
つ
同
会
所
内
に
は
郷
誼
の
連
絡
と
親
睦
を
は
か
る
た
め
に
、
別
に
「
京
浜
知
己
総
会
」

が
附
設
さ
れ
て
い
た
。
後
者
は
明
治
三
十
九
年
に
創
設
さ
れ
て
い
た
。
三
江
精
は
既
述
の
通
り
、
そ
の
集
団
性
に
お
い
て
広
福
両
宿

に
比
較
し
て
開
放
的
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
北
精
・
福
建
籾
と
合
同
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
広
精
と
は
合
同
し
な
い
こ
と
は
、
江
戸

初
期
以
降
一
貫
し
て
観
察
さ
れ
え
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
江
戸
時
代
に
は
清
朝
政
府
側
の
地
方
分
離
主
義
政
策
の
影
響
に
よ
る
と
こ
ろ
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
外
に

広
精
系
の
強
靭
な
集
団
性
、
国
語
よ
り
も
土
語
の
使
用
を
固
執
す
る
こ
と
、
か
つ
開
放
的
な
戯
劇
・
音
楽
・
賭
博
等
を
愛
好
す
る
習

性
が
、
三
江
・
福
建
系
の
保
守
的
性
格
と
対
照
的
で
あ
る
こ
と
等
の
社
会
的
側
面
、
さ
ら
に
は
三
江
・
福
建
両
県
の
商
人
型
に
対

し
、
広
精
の
生
産
労
務
者
型
の
経
済
的
側
面
か
ら
、
相
互
意
思
の
疏
通
に
共
通
的
基
盤
の
不
足
す
る
こ
と
等
の
諸
要
因
に
も
帰
せ
し

め
ら
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
函
館
に
お
け
る
三
江
籾
＝
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
の
函
館
の
開
港
と
、
長
崎
に
お
け
る
俵
物
（
海
産
物
）
会
所
の
解
散
に
と
も

な
い
昆
布
・
鯣
・
煎
海
鼠
等
の
俵
物
買
付
の
た
め
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
資
本
の
進
出
と
併
行
し
て
成
記
号

の
進
出
を
み
た
・
初
期
に
函
館
に
進
出
し
た
華
商
は
函
館
中
華
会
館
記
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
通
り
、
張
姓
の
広
東
人
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
函
館
で
は
初
期
に
華
僑
は
「
広
東
様
」
と
も
呼
称
さ
れ
て
い
た
。
海
産
物
取
引
に
従
事
し
た
の
は
、
広
東
人
に
つ
い

で
進
出
し
た
三
江
系
の
浙
江
省
出
身
華
商
で
あ
っ
た
。
当
初
は
無
条
約
時
期
で
あ
っ
た
か
ら
、
前
記
中
華
会
館
記
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
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リ
ス
商
社
の
ホ
ウ
エ
ル
=
H
o
w
e
l
l
の
名
義
で
取
引
に
従
事
し
て
い
た
。
函
館
の
大
火
頻
発
に
対
す
る
消
防
自
衛
隊
設
備
、
津
軽
海

峡
の
遭
難
華
僑
の
処
置
等
の
た
め
、
輸
出
貨
物
の
価
格
の
千
分
の
二
を
徴
収
し
て
い
た
が
、
明
治
十
八
年
に
は
中
華
山
荘
（
墓
地
）

建
設
の
た
め
子
分
の
四
の
徴
収
に
改
め
、
つ
い
で
明
治
年
間
中
期
に
十
余
家
の
三
江
県
華
商
は
「
同
徳
堂
三
江
公
所
」
を
創
立
し

た
。
創
立
董
事
は
潘
延
初
（
浙
江
省
湖
州
出
身
）
と
張
尊
三
（
浙
江
省
寧
波
出
身
）
で
あ
っ
た
。

　
同
公
所
は
大
正
三
年
富
岡
町
五
番
地
に
中
国
式
屋
宇
を
建
設
し
、
三
江
公
所
を
改
組
し
て
「
函
館
中
華
会
館
」
と
し
、
省
域
を
わ

か
た
な
い
で
、
北
海
道
・
樺
太
方
面
の
在
留
華
僑
全
体
の
た
め
の
友
誼
的
・
葬
祭
的
団
体
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
に
い
た
っ
た
。
在

留
華
僑
人
ロ
数
の
寡
少
（
昭
和
十
七
年
度
世
帯
主
三
〇
名
）
の
た
め
、
三
江
公
所
（
後
年
に
は
創
立
董
事
潘
氏
・
張
氏
の
末
裔
の
二

家
の
み
）
の
解
消
と
な
り
、
右
の
ご
と
き
大
同
的
傾
向
を
促
進
せ
し
め
た
。
昭
和
年
間
に
は
函
館
在
留
者
に
は
広
東
人
は
全
然
な

く
、
三
江
系
以
外
は
す
べ
て
福
建
省
福
清
県
出
身
の
呉
服
行
商
で
あ
っ
た
。

　
前
述
の
ご
と
く
、
函
館
華
商
の
中
核
は
三
江
系
海
産
物
輸
出
商
で
あ
っ
て
、
十
数
家
な
い
し
は
数
家
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
そ
の

団
組
力
は
き
わ
め
て
強
固
な
も
の
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
明
治
十
八
年
邦
商
側
の
水
産
商
・
物
産
商
・
荷
受
問
屋
・
仲
買
商
の
四
組

合
取
締
か
ら
華
商
側
と
の
昆
布
取
引
の
慣
習
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
一
、
看
貫
料
（
代
価
の
千
分
の
五
）
、
一
、
附
昆
布
（
無
償
提
供
の

見
本
）
、
一
、
五
斤
飛
（
秤
量
五
斤
以
下
の
切
捨
）
、
一
、
不
正
秤
量
の
全
廃
、
を
華
商
側
に
通
告
し
た
の
に
対
し
、
彼
我
の
取
引
は
一

一
○
日
間
に
わ
た
り
、
一
時
中
止
状
態
に
陥
っ
た
。
組
局
、
約
定
書
に
お
い
て
附
昆
布
・
五
斤
飛
・
不
正
秤
量
の
悪
慣
習
は
廃
止
さ

れ
る
に
い
た
っ
た
が
、
五
厘
の
看
貫
料
に
代
う
る
に
、
改
め
て
代
価
百
分
の
一
の
報
酬
が
認
め
ら
れ
た
。
邦
商
側
の
足
並
み
乱
れ
が

ち
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
華
商
側
は
僅
か
に
零
大
号
・
慎
昌
号
・
徳
新
号
・
大
有
号
・
成
泰
号
等
の
七
、
八
家
に
す
ぎ
な
か

っ
た
が
、
よ
く
組
束
し
て
ゆ
ず
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
問
屋
口
銭
の
削
減
は
実
現
し
え
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
函
館
の
中
国
へ
の
昆
布
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輸
出
に
関
し
て
、
華
商
の
仲
介
を
廃
し
、
直
輸
出
を
試
み
る
た
め
、
広
業
商
会
（
明
治
十
年
設
立
、
明
治
二
十
一
年
閉
鎖
）
、
日
本
昆

布
会
社
（
明
治
二
十
二
年
設
立
、
数
年
後
閉
鎖
）
が
官
民
協
力
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
が
、
何
れ
も
失
敗
に
帰
し
、
商
権
は
常
に
華
商

側
の
手
に
帰
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
函
館
に
お
け
る
三
江
公
所
と
、
上
海
に
お
け
る
海
産
物
輸
入
商
団
体
の
「
集
義
公
所
」
と
の
連

携
に
よ
る
地
縁
的
ネ
ッ
ト
ウ
ワ
ー
ク
の
も
と
に
、
日
本
側
の
華
商
の
仲
介
を
排
除
し
て
の
対
華
昆
布
直
輸
出
の
企
図
は
終
始
挫
折
せ

し
め
ら
れ
て
い
た
。
右
の
経
緯
は
、
日
本
漁
業
史
の
泰
斗
羽
原
又
吉
氏
の
著
作
「
支
那
輸
出
日
本
昆
布
業
資
本
主
義
史
」
の
う
ち
に

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
第
四
節
　
福
建
輩
（
泉
淳
偕
）
の
進
出

　
本
節
で
取
扱
う
「
福
建
精
」
は
福
建
省
出
身
者
全
体
を
包
括
す
る
も
の
で
な
く
、
同
省
の
南
部
、
い
わ
ゆ
る
南
閑
の
廈
門
の
所
属

す
る
泉
州
と
、
そ
れ
に
隣
接
す
る
旅
州
両
州
出
身
の
、
俗
に
厦
門
商
人
と
い
わ
れ
る
集
団
を
い
う
。
北
閔
の
呉
服
行
商
達
の
低
位
商

人
を
輩
出
す
る
福
州
方
面
の
出
身
者
は
、
別
に
後
述
の
ご
と
く
福
州
精
（
三
山
精
）
を
形
成
し
て
、
優
位
の
海
上
商
人
と
し
て
の
福

建
精
に
は
加
入
せ
し
め
ら
れ
な
い
の
が
常
で
あ
っ
た
。
今
日
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
人
口
統
計
で
も
、
福
建
=
H
o
k
k
i
e
n
と
福
州
=
　
H
o

c
k
c
h
i
u
と
は
別
個
の
集
団
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
。

　
海
上
勢
力
と
し
て
の
厦
門
商
人
の
地
位
は
歴
史
的
に
早
く
か
ら
固
定
化
し
て
い
た
。
泉
旅
人
は
早
く
か
ら
呂
宋
・
爪
哇
・
麻
六
甲

・
暹
羅
方
面
へ
の
海
外
貿
易
に
進
出
し
て
い
た
。
倭
寇
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
進
出
に
備
え
る
た
め
鎖
国
を
原
則
と
し
て
い
た
明
朝

も
、
と
く
に
例
外
的
に
隆
慶
元
年
（
一
五
六
七
）
に
、
厦
門
商
人
の
日
本
以
外
の
東
西
両
洋
へ
の
出
資
貿
易
を
公
許
し
て
い
た
。
明



末
呂
宋
・
台
湾
・
長
崎
方
面
に
お
け
る
海
寇
と
し
て
跋
扈
し
た
顔
思
斉
、
そ
れ
に
つ
づ
く
鄭
芝
亀
・
鄭
成
功
等
は
何
れ
も
泉
州
府
出

身
で
あ
っ
た
。
清
代
に
お
い
て
も
、
明
代
と
同
様
鎖
国
原
則
を
踏
襲
し
て
い
た
が
、
雍
正
五
年
（
一
七
二
七
）
に
福
建
総
督
高
其
悼
は

厦
門
洋
行
を
設
立
せ
し
め
て
、
同
洋
行
商
人
の
南
洋
貿
易
に
出
洋
す
る
こ
と
を
免
許
す
る
の
み
な
ら
ず
、
呂
宋
夷
船
の
厦
門
へ
の
入

口
交
易
を
も
認
め
て
い
た
。
嘉
慶
元
年
（
一
七
九
六
）
当
時
で
、
厦
門
洋
行
ハ
家
、
厦
門
商
行
三
十
余
家
で
洋
船
・
商
船
千
余
隻
を

所
有
し
て
い
た
。
マ
ラ
ツ
カ
の
「
青
雲
亭
」
寺
院
（
曹
洞
宗
）
の
嘉
慶
六
年
（
一
八
〇
一
）
の
重
興
碑
記
に
は
、
「
肺
門
合
成
洋
行
」

の
名
が
あ
り
、
蔡
士
章
を
甲
必
丹
と
し
て
海
関
公
司
を
組
織
し
、
本
国
オ
ラ
ン
ダ
が
フ
ラ
ン
ス
の
占
領
に
よ
る
政
治
的
空
白
時
期
に

お
い
て
、
自
治
王
国
を
形
成
し
て
、
今
日
に
み
る
華
麗
な
青
雲
亭
寺
院
を
重
興
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
早
く
か
ら
、

海
外
の
開
港
都
市
に
海
上
商
人
と
し
て
勢
力
範
囲
を
画
定
す
る
の
み
な
ら
ず
、
右
の
碑
記
の
年
号
に
は
、
清
朝
の
高
慶
年
号
を
用
い

な
い
で
ヽ
「
竜
飛
辛
酉
年
」
と
独
白
の
年
号
を
使
用
し
、
す
で
に
反
清
復
明
の
民
族
意
識
を
堅
持
し
て
い
た
。

　
江
戸
時
代
の
長
崎
貿
易
に
お
い
て
も
、
泉
津
系
は
福
済
寺
を
建
立
し
て
、
最
優
位
に
あ
っ
た
が
、
明
治
年
間
に
お
よ
ん
で
、
前
述

の
ご
と
く
欧
米
資
本
に
随
伴
す
る
広
精
の
進
出
、
日
清
戦
争
後
福
建
省
対
岸
の
台
湾
が
日
本
の
領
有
に
帰
し
た
こ
と
、
そ
の
後
本
国

の
上
海
に
発
展
を
み
た
江
浙
財
閥
と
連
絡
す
る
三
江
偕
、
華
北
・
満
州
貿
易
の
発
達
に
と
も
な
う
北
帑
の
進
出
に
当
面
し
、
か
っ
が

か
貿
易
の
消
滅
と
と
も
に
、
福
建
帑
の
相
対
的
地
位
は
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
長
崎
に
お
け
る
福
建
籾
＝
関
南
の
泉
誰
叛
の
長
崎
に
お
け
る
菩
提
寺
は
福
済
寺
で
あ
っ
て
、
同
寺
は
福
建
省
の
福
州
を
除
く
七
関

籍
の
、
主
と
し
て
泉
州
・
諏
州
・
永
春
州
の
三
郡
出
身
者
の
帰
依
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
す
で
に
、
早
く
一
八
世
紀
末
に
福
州
箔

と
と
も
に
唐
館
内
、
現
在
の
館
内
町
に
「
ハ
閥
会
館
」
を
設
立
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
明
治
三
十
年
改
築
し
て
、
名
称
も
「
星
聚
堂

福
建
会
館
」
に
改
め
た
。
本
会
館
改
築
に
し
て
は
、
福
州
系
商
人
も
出
捐
し
、
八
閑
（
福
州
・
興
化
・
建
寧
・
延
平
・
汀
州
・
邵
武
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・
泉
州
・
津
州
の
八
府
）
留
衆
の
全
省
的
団
体
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
本
会
館
の
主
体
は
依
然
と
し
て
泉
津
揖
で
あ

っ
た
・
し
た
が
っ
て
、
館
内
の
天
后
堂
の
祭
祀
は
福
済
寺
（
俗
称
・
泉
州
寺
後
に
津
州
寺
）
の
掌
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
媽
祖
祭
に
は

泉
淳
籾
華
商
の
集
合
を
み
て
い
た
。
明
治
四
十
二
年
度
宋
本
留
に
所
属
す
る
商
号
に
は
和
昌
号
、
徳
泰
号
、
瑞
隆
号
等
の
一
四
家
が

あ
っ
た
。
な
お
、
長
崎
の
唐
四
福
寺
は
江
戸
時
代
か
ら
引
き
つ
づ
い
て
同
様
の
留
別
構
成
で
、
祭
祀
的
・
葬
事
的
に
各
柳
と
密
接
な

関
連
を
も
ち
、
四
福
寺
の
檀
徒
は
現
在
で
も
専
ら
同
県
華
商
に
の
み
限
ら
れ
、
各
寺
院
は
各
留
の
専
属
共
有
物
に
ひ
と
し
い
。
し
た

が
っ
て
、
そ
の
修
葺
、
な
ら
び
に
維
持
費
は
長
崎
の
み
な
ら
ず
、
日
本
各
地
・
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア
の
各
地
の
ネ
ッ
ト
ウ
ワ
ー
ク
に

よ
る
同
県
衆
商
か
ら
の
共
同
出
捐
に
依
存
し
て
い
た
。

　
神
戸
に
お
け
る
福
建
籾
＝
『
神
戸
開
港
三
十
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
「
外
商
の
漸
く
多
き
を
加
え
た
る
は
（
明
治
）
元
年
ハ
、
九
月
以

後
に
在
り
、
支
那
商
人
は
主
に
長
崎
よ
り
来
り
そ
の
頃
既
に
十
一
、
二
名
の
多
き
に
至
る
。
何
れ
も
広
東
・
寧
波
・
福
建
人
と
す
」

と
あ
り
、
ま
た
光
緒
壬
辰
（
明
治
二
十
五
年
）
創
修
の
神
阪
中
華
会
館
碑
記
の
う
ち
に
は
「
我
民
族
神
戸
者
逾
七
百
人
旅
大
阪
者
近

三
百
人
其
籍
皆
不
出
呉
越
閔
粤
別
越
日
三
江
留
別
閔
日
建
留
別
粤
日
広
留
従
籍
也
」
と
あ
る
通
り
、
明
治
初
期
に
神
戸
に
進
出
し
た

華
商
に
は
広
東
・
三
江
・
福
建
の
三
留
が
あ
っ
た
。
右
の
三
留
の
う
ち
、
神
戸
の
福
建
留
の
主
流
を
構
成
し
た
の
は
、
雑
貨
商
・
行

商
・
製
麺
戦
等
の
比
較
的
中
下
位
職
業
者
か
ら
成
立
す
る
福
州
留
で
は
な
く
、
前
述
の
ご
と
く
歴
史
的
に
早
く
か
ら
厦
門
方
面
を
根

拠
地
と
し
て
華
北
・
華
南
・
南
洋
・
台
湾
方
面
の
隔
他
聞
貿
易
に
従
事
し
て
い
た
華
南
の
泉
淳
留
で
あ
っ
た
。
京
浜
・
京
都
・
福
岡

・
長
崎
方
面
に
お
け
る
建
留
の
主
流
が
福
州
系
統
で
あ
る
こ
と
と
は
相
違
し
て
い
た
。

　
明
治
三
年
厦
豊
銀
行
=
H
o
n
g

K
o
n
g
｡
S
h
a
n
g
h
a
iB
a
n
k
i
n
g
c
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n
神
戸
支
店
の
一
番
館
開
設
に
つ
い
で
、
二
番
館
を

開
設
し
た
の
は
泉
淳
留
の
「
福
興
号
」
で
あ
っ
て
、
同
号
内
に
泉
淳
系
統
の
商
人
の
集
会
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
同
年
広
東
・
三
江

　
　
　
　
明
治
年
間
の
華
僑
資
本
　
凶
‥
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両
僧
に
先
だ
っ
て
「
ハ
閑
会
所
」
後
に
改
称
し
て
「
福
建
商
業
会
議
所
」
の
成
立
を
み
た
。
ハ
閔
、
な
い
し
は
福
建
の
名
称
か
ら
し

て
、
全
省
的
な
性
格
を
も
つ
も
の
と
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
定
款
第
一
条
第
二
項
に
は
「
本
所
八
日
華
及
び
日
本
南
洋
ノ
貿
易
ヲ
奨

励
シ
、
神
戸
在
住
ノ
福
建
省
出
身
並
ニ
縁
故
者
相
互
ノ
和
親
ヲ
図
ル
コ
ト
及
ビ
福
建
省
出
身
二
対
シ
必
要
ア
ル
場
合
ハ
保
護
又
ハ
救

助
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
目
的
ト
ス
」
と
あ
る
通
り
、
目
的
の
経
済
的
側
面
は
同
僧
衆
商
の
貿
易
に
限
定
さ
れ
、
他
方
和
親
・
保
護
・
救
助

等
の
社
会
的
側
面
は
全
省
的
に
均
沢
せ
し
め
る
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
所
員
は
事
実
上
は
貿
易
・
両
替
・
為
替
に
従

事
す
る
も
の
の
み
に
限
ら
れ
、
雑
業
者
的
な
福
州
僧
の
参
加
を
み
て
い
な
か
っ
た
。

　
明
治
三
十
年
長
崎
の
福
建
会
館
改
築
の
際
に
出
捐
し
た
神
戸
ハ
閑
会
所
所
属
の
商
号
と
し
て
、
同
年
立
石
の
碑
記
に
は
、
復
興
号

を
筆
頭
と
し
て
益
昌
号
・
啓
泰
号
・
怡
釧
号
・
復
泰
号
・
義
益
号
・
広
駿
源
の
七
家
の
名
が
み
い
だ
さ
れ
る
。
明
治
四
十
二
年
度
に

建
僧
に
所
属
す
る
も
の
に
は
復
興
号
以
下
一
一
家
が
あ
っ
た
。
右
の
う
ち
、
復
興
号
（
後
に
復
興
公
司
）
の
王
氏
は
金
門
島
の
王
姓

の
同
姓
村
落
の
出
身
で
あ
っ
て
、
横
浜
正
金
銀
行
神
戸
支
店
の
為
替
業
務
に
関
与
す
る
買
弁
で
も
あ
っ
た
。
本
僧
系
華
商
は
華
南
・

台
湾
・
東
南
ア
ジ
ア
方
面
へ
の
繊
維
製
品
・
雑
貨
・
海
産
物
等
の
輸
出
業
務
を
主
と
し
て
、
そ
の
他
少
数
の
も
の
は
東
南
ア
ジ
ア
方

面
か
ら
の
米
・
砂
糖
・
薬
材
・
皮
革
等
の
輸
入
に
従
事
す
る
貿
易
商
で
あ
っ
た
。

　
横
浜
に
お
け
る
福
建
籾
ｎ
横
浜
が
対
華
貿
易
と
の
関
連
性
が
少
か
っ
た
だ
け
に
、
泉
津
僧
系
貿
易
商
は
き
わ
め
て
少
数
で
あ
っ
て
、

会
所
の
組
織
を
み
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
明
治
年
間
の
横
浜
華
商
の
巨
商
「
順
和
桟
」
は
本
祭
に
属
し
て
い
た
。
明
治
四

十
二
年
度
に
は
、
本
祭
貿
易
商
に
は
、
同
源
泰
（
魏
光
焔
）
と
鼎
豊
泰
（
魏
学
勤
）
の
二
家
が
あ
っ
た
。
本
僧
華
商
は
少
数
の
た
め

戦
争
直
前
ま
で
便
宜
的
に
三
江
公
所
に
所
属
し
て
い
た
。
三
江
公
所
の
目
的
に
は
「
江
蘇
・
浙
江
・
福
建
ノ
三
省
人
ヲ
以
テ
組
織

シ
、
相
互
ノ
親
睦
ヲ
図
リ
、
並
二
同
省
人
ノ
救
済
事
業
二
当
ル
ヲ
目
的
ト
ス
」
と
明
記
さ
れ
、
福
建
省
を
含
め
て
い
る
。
横
浜
の
三
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江
公
所
の
内
部
に
光
緒
三
十
二
年
（
明
治
三
九
）
設
置
さ
れ
た
、
郷
誼
を
連
絡
し
、
知
識
を
交
換
す
る
こ
と
を
宗
旨
と
す
る
「
知
己

総
会
」
の
無
限
責
任
発
起
人
に
も
同
源
泰
が
参
加
し
て
い
た
。
横
浜
が
対
欧
米
貿
易
を
主
軸
と
し
て
い
た
だ
け
に
、
華
商
、
こ
と
に

福
建
帑
の
進
出
の
余
地
は
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
後
年
昭
和
十
六
年
度
の
横
浜
中
華
会
館
総
理
事
は
広
偕
二
四
名
、
三
江
偕
六
名

で
、
そ
こ
に
は
福
建
偕
華
商
は
一
名
も
み
い
だ
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
最
後
に
、
函
館
に
お
け
る
対
華
海
産
物
輸
出
が
三
江
帑
に
独
占
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
し
て
、
広
福
両
偕
と
も
函
館
へ
の
進
出
を

み
な
か
っ
た
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ
、
後
述
の
ご
と
く
呉
服
行
商
を
主
体
と
す
る
福
州
県
の
進
出
は
顕
著
な
も
の
が
あ

っ
た
。

　
　
　
　
　
　
第
五
節
　
北
精
の
進
出

　
大
阪
に
お
け
る
北
籾
ｎ
‥
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
大
阪
の
開
港
後
、
北
偕
華
商
の
大
阪
へ
の
進
出
を
み
る
に
い
た
っ
た
の
は
、
明

治
二
十
二
年
日
本
郵
船
会
社
、
つ
い
で
明
治
三
十
二
年
大
阪
商
船
会
社
の
華
北
航
路
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
当
時
は
な
お

諸
外
国
の
欧
州
航
路
は
華
北
方
面
に
寄
港
し
な
か
っ
た
か
ら
、
北
偕
は
直
航
路
の
開
拓
に
よ
り
日
本
商
品
輸
入
の
た
め
大
阪
に
進
出

し
た
。
こ
と
に
、
日
清
戦
争
後
日
本
の
紡
績
業
の
発
達
を
み
る
と
と
も
に
、
既
往
の
江
戸
時
期
以
降
の
日
本
の
自
然
条
件
に
も
と
づ

く
、
銅
・
海
産
物
等
の
一
次
産
品
の
輸
出
の
ほ
か
に
、
軽
工
業
製
品
と
し
て
の
綿
糸
布
の
華
北
へ
の
輸
出
を
促
進
せ
し
め
た
。
他

方
、
清
末
太
平
天
国
の
乱
後
満
州
を
旗
地
と
し
て
い
た
清
朝
の
威
信
の
低
下
、
さ
ら
に
ロ
シ
ア
の
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
建
設
と
相
ま
っ

て
、
漢
民
族
の
大
規
模
な
満
州
移
動
と
と
も
に
、
華
北
の
み
な
ら
ず
満
州
に
対
す
る
綿
糸
布
輸
出
に
組
び
つ
く
北
偕
の
大
阪
へ
の
進
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出
が
促
進
さ
れ
た
。
当
初
は
明
治
二
十
年
頃
創
設
さ
れ
た
三
江
会
所
に
加
入
し
て
い
た
が
、
右
の
ご
と
き
情
勢
に
と
も
な
い
、
明
治

二
十
八
年
こ
れ
ら
華
北
系
統
の
商
人
達
は
三
江
会
所
か
ら
分
裂
し
て
、
別
に
「
大
清
北
偕
商
業
会
議
所
」
を
創
設
し
た
。
大
正
五
年

に
は
社
団
法
人
に
改
組
し
、
そ
の
名
称
も
「
大
阪
中
華
北
偕
公
所
」
と
改
め
て
い
た
。
明
治
四
十
二
年
度
北
偕
行
桟
軒
数
は
東
順
泰

号
以
下
二
七
家
で
あ
っ
た
。
中
華
民
国
六
年
（
大
正
六
年
）
立
石
の
「
大
阪
中
華
北
偕
公
所
記
」
の
宋
尾
に
列
ね
る
商
号
は
Ｉ
〇
九

家
を
算
し
て
い
た
。
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
は
戦
前
で
は
北
ボ
ル
ネ
オ
の
ゼ
ッ
セ
ル
ト
ン
以
外
に
有
力
な
北
偕
系
団
体
の
成
立
を
み
て

い
な
か
っ
た
。
海
外
で
は
漸
く
帝
政
時
代
の
東
シ
ベ
リ
ア
方
面
へ
人
参
・
鹿
角
・
豹
皮
の
採
取
に
ウ
ス
リ
ー
河
流
域
の
原
始
大
森
林

Ｈ
T
1
9
に
華
北
系
商
人
と
農
民
と
の
進
出
を
み
て
、
公
議
会
を
組
織
し
て
い
た
の
が
み
ら
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。
一
九
三
六
年
度

の
シ
ベ
リ
ア
に
お
け
る
華
僑
人
口
数
は
八
七
、
九
九
九
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
半
数
程
度
は
ウ
ス
リ
ー
河
の
南
部
に
居
住
し
て
い
た
。

女
子
は
総
人
口
数
の
六
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
、
原
住
民
の
ウ
デ
ヂ
=
　
U
d
e
g
e
と
の
異
族
結
婚
に
よ
る
混
血
児
＝

T
a
s
e
が
少
く
な
か
っ
た
・
海
外
に
お
け
る
北
偕
系
進
出
の
著
例
で
あ
る
が
、
そ
の
現
状
に
つ
い
て
は
詳
か
に
す
べ
く
も
な
い
。

　
本
祭
公
所
の
会
員
は
、
そ
の
定
款
第
二
条
に
「
本
会
以
中
華
民
国
直
隷
・
山
東
・
奉
天
・
吉
林
・
及
北
部
諸
県
立
人
民
組
織
之
・
：
」

と
あ
る
通
り
、
華
北
・
東
北
（
満
州
）
系
貿
易
商
に
限
ら
れ
、
大
半
は
山
東
省
人
で
あ
っ
て
、
天
津
・
芝
罘
・
哈
爾
賓
・
奉
天
方
面

か
ら
の
出
張
員
が
も
っ
と
も
多
数
を
占
め
て
い
た
。
北
偕
華
商
の
貿
易
は
華
北
、
な
ら
び
に
東
北
地
方
へ
の
繊
維
製
品
・
雑
貨
・
海

産
物
の
輸
出
を
主
と
し
、
そ
の
ほ
か
少
額
の
棉
花
・
菜
種
・
皮
革
・
毛
髪
・
作
蚕
糸
等
の
輸
入
業
務
に
も
従
事
し
て
い
た
。

　
北
偕
は
居
留
地
外
の
安
治
川
に
臨
む
富
島
と
古
川
町
、
お
よ
び
本
田
全
部
の
い
わ
ゆ
る
川
口
の
雑
居
地
に
集
中
し
て
い
た
。
北
偕

の
商
人
形
態
は
神
戸
に
お
け
る
広
偕
の
外
国
資
本
に
附
随
す
る
「
買
弁
制
」
に
対
し
、
本
国
か
ら
の
客
商
の
滞
留
す
る
「
行
桟
制
」

を
採
用
し
て
い
た
。
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「
行
桟
制
」
は
古
代
、
こ
と
に
唐
宋
代
以
降
中
国
の
各
都
市
の
商
人
社
会
に
普
遍
的
に
み
ら
れ
た
官
許
の
保
証
仲
立
人
制
の
「
牙

行
」
の
変
型
で
あ
っ
て
、
日
本
で
は
僅
か
に
「
銀
行
」
の
名
称
に
そ
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
。
行
桟
は
客
桟
（
旅
舎
）
を
兼
ね
た

牙
行
、
す
な
わ
ち
客
商
の
宿
泊
設
備
を
も
つ
保
証
仲
立
人
制
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
本
国
諸
都
市
に
お
け
る
牙
行
は
牙
税

　
（
仲
立
営
業
税
）
を
納
め
て
、
牙
帖
（
免
許
状
）
を
領
す
る
官
許
の
仲
立
人
で
あ
っ
た
が
、
日
本
内
地
で
は
そ
の
開
設
に
際
し
て
、

本
国
官
庁
の
免
許
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
行
桟
の
業
主
、
な
い
し
店
員
達
は
日
本
側
売
込
商
と
の
取
引
事
情
と
日
本
語
に
精
通
す
る
古
参
華
商
で
あ
っ
て
、
そ
の
大
半
は
山

東
省
、
そ
の
余
は
河
北
省
出
身
者
が
多
か
っ
た
。
華
北
、
な
い
し
は
東
北
地
方
の
天
津
・
青
島
・
大
連
・
営
口
・
安
東
・
哈
爾
賓
・

奉
天
・
長
春
・
公
主
嶺
等
の
広
汎
な
地
域
か
ら
大
阪
に
繊
維
製
品
・
雑
貨
類
の
仕
入
に
来
集
す
る
主
と
し
て
山
東
出
身
の
新
来
の
客
商

達
は
同
郷
の
縁
故
関
係
を
辿
っ
て
行
桟
に
宿
泊
し
、
取
引
の
仲
介
・
通
訳
・
金
融
・
保
険
・
運
送
等
の
諸
手
続
の
斡
旋
を
依
頼
し
、

こ
れ
に
対
し
、
取
引
高
の
一
定
歩
合
を
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
行
桟
収
入
に
は
右
の
外
、
客
商
の
帰
国
中
の
代
理
買
付
に
際

し
て
加
工
棉
布
一
分
、
雑
貨
二
分
の
買
次
手
数
料
を
売
込
商
側
か
ら
う
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
通
常
客
商
一
軒
（
出
張
員
一
ｌ
三

名
）
に
対
し
、
特
定
店
員
一
名
を
附
し
て
右
の
諸
事
項
を
担
当
せ
し
め
た
。
し
た
が
っ
て
、
客
商
店
数
と
店
員
数
は
ほ
ぼ
比
例
し
、

大
桟
に
あ
っ
て
は
宛
然
一
箇
の
同
郷
団
体
の
観
を
呈
し
て
い
た
。
行
桟
は
邦
商
側
に
対
し
て
、
客
商
の
信
用
に
つ
い
て
保
証
す
る
点

で
、
保
証
仲
立
人
で
あ
り
、
本
国
の
牙
行
の
場
合
と
同
様
で
あ
っ
た
。
邦
商
側
は
遠
来
の
客
商
の
信
用
状
態
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

っ
て
、
行
桟
業
主
を
信
頼
し
て
客
商
と
取
引
関
係
を
む
す
ん
だ
。
さ
ら
に
、
行
桟
業
主
の
信
用
に
つ
い
て
は
、
北
偕
公
所
の
共
同
担

保
制
が
支
柱
と
な
っ
て
い
た
。
行
桟
業
主
は
二
、
、
三
年
目
ご
と
に
帰
国
し
て
、
客
商
本
店
の
営
業
信
用
状
態
の
調
査
を
し
て
、
過
誤

の
な
い
こ
と
を
期
し
て
い
た
。
行
桟
を
中
心
と
す
る
川
口
華
商
の
資
本
は
零
細
で
あ
っ
て
、
後
年
の
昭
和
十
一
年
度
で
二
一
ニ
家
の
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一
家
の
平
均
資
本
額
は
三
万
三
千
円
ａ
で
あ
っ
て
ヽ
資
本
的
企
業
と
い
う
よ
り
は
ヽ
中
国
固
有
の
人
的
結
合
関
係
の
上
に
た
つ
前
期
的

問
屋
企
業
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
華
商
に
は
貸
倒
れ
が
な
い
」
と
の
信
用
を
え
て
、
日
本
側
が
受
動
的
貿
易

か
ら
積
極
的
貿
易
へ
と
移
行
し
終
っ
て
い
た
二
九
三
〇
年
代
に
お
よ
ん
で
す
ら
、
な
お
大
阪
の
対
全
華
輸
出
入
貿
易
の
巨
大
な
比
率

を
牛
耳
っ
て
い
た
。

　
前
期
的
な
商
業
資
本
に
終
始
し
て
い
た
が
、
日
本
の
近
代
資
本
主
義
的
企
業
に
対
抗
す
る
強
靭
性
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
は
、
函

館
に
お
け
る
少
数
の
三
江
帑
海
産
物
輸
出
商
の
対
華
輸
出
独
占
と
共
通
す
る
傾
向
で
あ
っ
た
。
日
本
側
保
険
業
者
と
の
海
上
保
険
契

約
に
際
し
て
も
、
北
帑
公
所
の
共
同
担
保
制
は
効
果
的
に
作
用
し
て
い
た
叫
。

　
日
本
の
対
華
北
貿
易
の
中
心
が
大
阪
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
し
て
、
北
帑
は
川
口
に
集
中
し
、
大
阪
以
外
に
は
北
帑
系
団
体
の
成
立

を
み
な
か
っ
た
。
留
日
華
僑
人
口
の
分
布
状
態
を
仔
細
に
検
討
す
る
場
合
、
山
東
省
出
身
の
呉
服
行
商
・
料
理
職
・
果
実
商
・
ポ
ン

プ
商
等
の
低
位
の
職
人
・
小
商
人
が
各
地
に
少
数
あ
て
分
散
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
が
、
独
自
の
郷
帑
組
織
の
成
立
を

み
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
せ
い
ぜ
い
、
福
州
系
の
呉
服
行
商
と
合
体
し
て
、
中
日
戦
争
中
衣
料
統
制
か
ら
余
儀
な
く
さ
れ

て
、
大
阪
で
「
福
東
華
商
公
会
」
を
組
織
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
程
度
で
あ
っ
た
。

　
何
れ
に
も
せ
よ
、
北
偕
は
華
北
か
ら
東
北
に
ま
で
お
よ
ぶ
広
汎
な
地
域
を
包
括
す
る
地
縁
団
体
で
あ
っ
て
、
そ
の
団
体
構
成
に

は
、
横
浜
の
広
偕
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
県
別
団
体
、
同
職
団
体
の
ご
と
き
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
、
華
商
の
福
建
・
広
東

両
省
に
普
遍
的
な
姓
氏
団
体
の
ご
と
き
集
約
度
の
緊
密
な
も
の
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
、
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
オ
ッ
テ
が

「
華
北
で
は
社
会
圧
力
計
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
上
昇
す
る
こ
と
な
く
、
ギ
ル
ド
の
勢
力
は
楊
子
江
流
域
、
あ
る
い
は
華
南
地
方
に
お
け

る
よ
う
に
強
固
か
つ
普
遍
的
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
が
妥
当
す
る
。
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中
国
人
社
会
で
は
、
華
南
か
ら
ヽ
華
中
華
北
・
東
北
と
北
上
す
る
に
し
た
か
っ
て
、
血
縁
的
・
地
縁
的
・
同
業
的
団
体
構
成
の
緊

密
度
が
低
下
し
、
そ
れ
が
海
外
の
華
僑
会
社
に
も
反
映
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
き
な
問
題
点
を
提
示
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
第
六
節
　
福
州
僧
（
三
山
苗
）
の
進
出

　
長
崎
に
お
け
る
福
州
籾
９
‥
江
戸
時
代
に
貿
易
商
人
で
は
な
か
っ
た
が
、
下
位
の
福
州
系
船
夫
達
が
崇
福
寺
（
俗
称
福
州
寺
）
を
創
設

し
て
い
た
こ
と
は
第
一
節
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
福
州
精
の
別
名
を
三
山
精
と
呼
称
す
る
こ
と
は
、
南
ベ
ト
ナ
ム
の
華
僑
都
市
の

堤
岸
＝
c
h
o
l
o
n
に
あ
る
三
山
会
館
の
重
修
碑
記
の
冒
頭
に
「
三
山
者
為
我
福
州
之
別
名
蓋
吠
屏
山
九
仙
山
越
王
山
鼎
峙
城
中
由
来

也
」
と
あ
る
通
り
、
福
州
城
内
に
鼎
立
す
る
三
山
に
由
来
し
て
い
る
。
福
州
は
閔
侯
・
閔
清
・
永
泰
・
古
田
・
屏
南
・
連
江
・
長
楽

・
羅
源
・
福
清
‥
・
平
潭
の
十
県
か
ら
成
立
し
て
い
る
。

　
長
崎
で
崇
福
寺
の
ほ
か
に
、
三
山
会
所
の
成
立
を
み
た
の
は
明
治
三
十
三
年
で
あ
っ
た
。
同
年
に
は
冶
外
法
権
が
撤
廃
さ
れ
、
内

地
雑
居
合
の
公
布
を
み
る
と
と
も
に
、
貿
易
商
の
ほ
か
に
労
働
者
に
属
さ
な
い
い
わ
ゆ
る
雑
業
者
達
の
内
地
進
出
が
認
め
ら
れ
る
と

こ
ろ
と
な
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
本
所
に
属
す
る
雑
業
者
、
こ
と
に
呉
服
行
商
達
の
集
団
進
出
を
み
て
、
同
年
本
公
所
の
成
立
を

み
る
に
い
た
ら
し
め
た
。
本
精
は
前
各
節
に
明
ら
か
に
し
た
各
所
の
場
合
の
ご
と
く
、
貿
易
商
団
体
で
は
な
く
、
福
州
府
福
清
県
出

身
の
呉
服
雑
貨
行
商
人
達
を
主
体
と
し
て
い
た
。
戦
前
は
樺
太
か
ら
九
州
の
南
端
に
い
た
る
ま
で
の
各
地
の
農
村
に
分
散
進
出
し
て

い
た
。
イ
ソ
ド
ネ
シ
ア
の
農
村
の
掛
貸
行
商
人
=
M
i
乱
e
r
i
n
g
｡
　
K
o
l
o
n
t
o
n
g
と
し
て
著
名
で
あ
ふ
た
の
も
、
福
清
却
（
福
州
府
福

清
県
出
身
者
集
団
）
で
あ
り
、
一
九
六
〇
年
一
月
以
降
同
国
政
府
の
排
華
政
策
の
一
環
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
農
村
か
ら
し
め
だ
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さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　
長
崎
の
三
山
公
所
の
官
署
へ
の
届
出
記
録
に
は
「
三
山
公
所
ハ
長
崎
市
今
篭
町
崇
福
寺
ヲ
維
持
ス
ル
タ
メ
総
代
ヲ
選
出
シ
、
信
者

中
ョ
リ
維
持
費
ヲ
拠
出
ス
ル
外
盆
祭
等
ノ
祭
祀
ニ
奉
仕
ス
ル
団
体
ナ
リ
」
と
あ
っ
て
、
同
公
所
が
崇
福
寺
の
維
持
団
体
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
て
い
る
。

　
本
誌
前
号
拙
稿
第
一
節
に
も
述
べ
た
通
り
、
本
精
に
は
福
清
県
の
一
姓
村
落
の
出
身
の
も
の
が
多
く
、
呉
服
行
商
の
胴
元
の
親
方

と
行
商
人
と
の
間
に
多
数
の
同
姓
、
な
ら
び
に
姻
戚
関
係
に
あ
る
近
接
村
落
の
異
他
者
相
互
間
に
お
い
て
、
緊
密
な
血
縁
的
結
合
関

係
の
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
う
る
。
だ
が
、
日
本
で
は
有
力
な
姓
氏
団
体
の
結
成
を
み
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

　
三
山
精
は
各
道
府
県
各
地
に
分
散
浸
透
し
て
い
た
が
、
長
崎
以
外
で
は
有
力
な
公
所
の
成
立
を
み
て
い
な
い
。
神
戸
に
福
清
県
出

身
の
呉
服
行
商
達
が
「
兵
庫
県
華
商
綢
業
公
会
」
を
組
織
し
て
い
た
こ
と
、
大
阪
で
は
前
節
に
明
ら
か
に
し
た
通
り
、
山
東
系
行
商

と
と
も
に
中
日
戦
争
中
「
福
東
華
商
公
会
」
を
組
織
し
た
こ
と
、
横
浜
で
は
昭
和
三
年
に
福
州
精
が
「
新
興
福
建
連
合
会
」
を
組
織

し
、
料
理
職
・
製
麺
業
・
雑
貨
商
・
呉
服
行
商
等
の
低
位
雑
業
者
団
体
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
う
る
程
度
で
あ
る
。

　
そ
の
分
散
進
出
の
一
例
と
し
て
は
、
函
館
の
民
国
二
十
七
年
（
一
九
三
八
）
度
の
華
僑
名
簿
に
よ
れ
ば
、
函
館
で
は
浙
江
系
海
産

物
商
二
名
に
対
し
、
福
清
県
出
身
の
呉
服
行
商
は
二
六
名
を
算
し
、
樺
太
に
は
二
二
名
、
釧
路
に
は
六
名
、
旭
川
に
は
一
同
名
、
室

蘭
に
は
四
名
、
帯
広
に
は
三
名
、
名
寄
に
は
五
名
の
福
清
県
出
身
の
呉
服
行
商
が
進
出
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
行
商
人
は
「
風
呂
敷

南
京
」
と
呼
ば
れ
、
彼
等
の
携
帯
す
る
小
雑
貨
は
、
大
阪
附
近
の
邦
人
家
内
工
業
製
品
で
あ
っ
た
。
俗
に
、
「
南
京
玉
」
と
称
せ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶

れ
る
も
の
も
ま
た
国
産
品
で
あ
っ
た
。

　
如
上
、
長
崎
に
お
け
る
崇
福
寺
と
三
山
公
所
は
、
日
本
全
国
に
お
け
る
三
山
精
の
統
轄
的
団
体
と
し
て
の
役
割
を
果
し
、
毎
年
夏
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中
元
節
の
盆
祭
に
は
全
国
三
山
出
身
者
の
長
崎
に
集
合
を
み
る
の
が
恒
例
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
あ
　
と
　
が
　
き

　
如
上
、
安
政
開
国
以
降
各
開
港
都
市
へ
の
華
僑
の
進
出
と
、
地
縁
関
係
に
よ
る
出
身
地
別
団
体
を
形
成
す
る
に
い
た
る
ま
で
の
具

体
的
経
過
の
輪
郭
を
述
べ
る
程
度
に
と
ど
ま
っ
た
。
明
治
年
間
の
華
僑
人
口
は
上
表
に
も
み
ら
れ
る
通
り
、
一
万
に
も
み
た
な
い
も

の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
華
僑
社
会
の
本
質
的
特
徴
と
も
い
う
べ
き
、
地
方
主
義
的
な
集
団
社
会
を
明
確
に
浮
き
彫

り
せ
し
め
て
い
た
。

　
問
題
は
、
何
が
故
に
華
僑
社
会
が
こ
の
よ
う
な
自
然
的
人
的
結
合
関
係
を
保
守
・
固

執
す
る
の
か
、
そ
の
こ
と
は
今
日
の
世
界
各
地
の
華
僑
社
会
に
お
い
て
も
、
な
お
強
烈

に
表
面
化
し
て
い
ふ
だ
け
に
、
そ
の
本
質
的
要
因
の
解
明
に
せ
ま
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
留
日
華
僑
社
会
が
明
治
年
間
か
ら
大
正
・
昭
和
年
間
の
今
日
の
戦
後
に
ま

で
お
よ
ん
で
、
い
か
な
る
変
貌
を
み
せ
て
き
た
か
、
ま
た
留
日
華
僑
資
本
の
歴
史
的
発

展
形
態
を
諸
外
国
資
本
の
類
型
と
の
比
較
検
討
に
お
い
て
、
そ
の
固
有
の
特
性
を
明
確

な
ら
し
め
て
ゆ
く
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
応
別
稿
に
割
愛
す
る
こ
と
と
し
て
、
清

明
会
よ
り
与
え
ら
れ
た
研
究
課
題
の
「
明
治
年
間
の
外
国
資
本
」
に
対
し
て
、
先
に
本

誌
第
十
二
号
所
載
の
「
安
政
開
国
と
イ
ギ
リ
ス
資
本
」
、
第
十
四
号
所
載
の
「
東
洋
に

明治年間の日本全国在留華僑人口数
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お
け
る
イ
ギ
リ
ス
資
本
の
協
同
主
義
」
と
と
も
に
、
そ
の
責
を
ふ
さ
が
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
す
る
。
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